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新任の挨拶

会 長　福谷 晃（ふくたに あきら）
　この度、本年度の通常総会におきまして、会長
に選任いただきました、彦根地区の福谷晃でござ
います。
　ご承知の様に、滋賀県建築士会は、昭和26年に
設立され、以来、今年で71年の長い歴史と伝統の

ある会であります。
　わたくしの様なものが、会長職を全うできるか、その重責を考え
ますと身もすくむ思いでございますが、役員の皆様方のお支えを頂

き、会員皆様方のご支援とご理解を賜りながら、士会発展の為、微
力ではございますが、尽力させて頂く所存でございますので、どう
かよろしくお願い致します。
　特に若い建築士の皆さんがはつらつと活動でき、入会していてよ
かったと思われる様な士会になるよう、努力して行きたいと考えて
おります。
　どうかご理解とご協力を賜ります様、重ねてお願い申しあげます。
　最後になりましたが、山本勝義名誉会長におかれましては、会長
として15年間の長きに渡り御尽力賜りましたことを改めて心より敬
意を表し、感謝申し上げる次第であります。
　今後共、益々のご活躍をお祈りし、また、ご指導も賜りたく存じ
ます。
　本当に御苦労様でございました。

副会長　土野池 正義（とのいけ まさよし）
　この度、令和４年度通常総会におきまして、副
会長に就任させて頂くことになりました土野池正
義と申します。本会理事、耐震診断支援委員長、
湖南地区委員長等を歴任させていただきましたが、
副会長という大役を頂き重責を感じております。

これからは、担当委員会のお世話をさせていただくとともに、福谷
新会長を微力ながらお支えさせて頂く所存でおります。今後とも、
建築士会の発展、事業推進に皆様のご協力、ご指導を賜ります様、
宜しくお願いいたします。

副会長　木下 幸玉（きのした こだま）
　この度、副会長を拝命いたしました木下幸玉で
す。これまで３期７年間、常務理事として務めて
まいりましたが、各種委員長と兼務であったこと
もあり、委員長としての職務に重点を置くあまり、
執行役員としての責務を果たすことについては、

不十分だったように感じています。今回、副会長という重責を担い、
責任の重さに戸惑いを感じながらも、その使命感に身の引き締まる
思いです。これまで経験してきた社会活動を通して培ってきた知識
や経験も活かし、滋賀県建築士会の更なる発展と活性化に貢献でき
るよう努力したいと考えております。
　今後とも皆様方のご支援ご協力を何卒よろしくお願いいたします。

副会長　木口 祐次郎（きぐち ゆうじろう）
　この度、副会長を拝命致しました木口祐次郎と
申します。
　滋賀県職員として、建築士会の皆様には日頃よ
り本県の建築行政の推進にご理解ご協力を賜りあ
りがとうございます。

　今期に建築士会の一員として事業活動に参画させていただきま
す。改めて、建築士であることの誇りと自覚を持って取り組んでま
いりたいと思いますので、よろしくお願いします。コロナ禍におい
て、制約を受けながらも続けてこられた皆様の活動が、引き続き実
りあるものとなるよう努めてまいりますので、ご指導、ご鞭撻をお
願いします。

常務理事　市川 真理（いちかわ まり）
　この度、常務理事を拝命いたしました市川真理
です。各委員会で委員として、また、情報広報委
員会委員長、女性委員会委員長、まちづくり活動
部会委員長を経験する中で、建築士会会員として
活動する目的・意義を学ばせて頂きました。この

学びを忘れることなく、職能を活かし、広く社会に貢献する公益社
団法人滋賀県建築士会のために尽力していきたいと思います。どう
ぞよろしくお願いいたします。

青年委員長　川村 晃久（かわむら あきひさ）
　この度、令和４年度青年委員長の委員長を拝命
致しました、湖東地区の川村晃久と申します。コ
ロナ禍の先行きが見通せない中、多様な委員会運
営を果たされた前年度岡村委員長より引継ぎ、よ
り前向きな委員会活動が行えればと思います。青

年委員会としての活動歴は約10年となり、多くの諸先輩方の活躍を
目にしてきました。以前のような旺盛な活動が出来るまではまだ暫
く時間が必要になりますが、新しい技術や様式を模索してゆければ
と思います。また、青年委員会の周年事業も目前に控えるため、機
能的な組織運営を心掛けたいと思います。

総務企画委員会

令和４年度
（公社）滋賀県建築士会通常総会報告

　令和４年５月28日㈯びわ湖大津プリンスホテルに
おいて、公益社団法人滋賀県建築士会通常総会が開
催されました。まず初めに会長挨拶では、建築士会
の活動に関して、「自分の持ちうる力を発揮して与え
合い、支え合うことが他では得られない大きな財産
として自分の中に出来上がっていく。目に見える見
返りは特に無く、毎年会費を納め、活動はほぼボラ
ンティアであり、会員は自信の時間と労力を使って
建築士会の活動に参画をいただいている」とし、自
身の経験にふれて「建築士という仕事に誇りを持ち、
志を同じくする同志と最初は友人関係でもなく、ビ
ジネスの関係も全くないなか、 職能をいかしてより
良い社会の実現に向けて建築士としてどのような貢
献ができるか、お互いに切磋琢磨し、たくさんの刺激、
多くの学びを受けることができた。それは建築士と
しての技術を高める事だけではなく、人間性を磨く
こととなった」と述べられ、その後、記念品贈呈、
感謝状贈呈、会員表彰が滞りなく行われました。来
賓祝辞では、滋賀県知事の三日月大造様、滋賀県議
会副議長の清水鉄次様、大津市長の佐藤健司様にご
臨席賜り祝辞を述べられました。続いて行われた議
事においては、全ての議案について原案通り承認さ
れ、つつがなく総会を終了することが出来ました。
総会後の懇親会にて福谷新会長より新しい執行部の
紹介がありました。来年度通常総会は令和５年５月
27日㈯を予定しております。

旧四役集合写真 新四役集合写真

総会会場 纓坂議長
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女性委員長　小川 慈（おがわ めぐみ）
　この度、2022年度、23年度の女性委員会委員長
をお引き受けすることになりました。女性委員会
のみならず、これまでのエネルギッシュな先輩の
活動姿を見せてもらいながら、この数十年の間に
は女性建築士を取り巻く環境は大きく変わりつつ

あるのだと実感しています。今は何を求められているのか、今は何
を学び発信すべきなのかを、常に模索しながら、次へとバトンパス
ができたらと思っています。委員の皆さまのお力添えをいただきな
がら、微力ですが委員長を務めさせていただきます。どうぞよろし
くお願いいたします。

湖東地区委員長　川嶋 和之（かわしま かずゆき）
　令和４年度より、湖東地区 地区委員長を仰せつ
かりました川嶋と申します。
　多くの諸先輩方が守られてこられた代表職を受
けさせていただくにあたり、不安と心配が尽きる
ことはありませんが、長引くコロナ禍において、

様々な制約が付きまとう士会活動を少しでも有意義なものにしてい
きたいと考えております。
　新しい生活様式と呼ばれ、画面越しの交流が主流となる一方で、
対面を基とした交流が減りました。少しでも現状を打破できるよう、
地区役員と皆様と協力し、奥行きのある活動にしていきたいと思い
ます。
　二年間、よろしくお願い致します。

高島地区委員長　大塚 康将（おおつか やすゆき）
　この度、高島地区委員長を拝命いたしました大
塚康将です。今日まで地区委員長を務められてこ
られましたその功績や責務を自覚し、諸先輩方の
ご指導頂きながら、若い世代と共に力を合わせこ
の大役に取り組んで行きたいと思います

　地区の活性化に向けて、今までの事業を引き継ぎながら活気のあ
る魅力的な地域会を目指すと共に、 建築士会発展の一助となる様に
努力したいと思っています。微力ではありますが、会員の皆様のご
理解とご協力賜りますよう、よろしくお願いいたします。

退任の挨拶

会 長　山本 勝義（やまもと かつよし）
　昭和26年「建築士」の職能を活かして、滋賀の
まちづくりの礎にならんと、設立にご尽力頂きま
した281名の偉大な先輩方、その志を受け継いだ多
くの先輩方のおかげで、素晴らしい会員の皆様と
共に、創立70周年という大きな節目を迎えること

ができました。
　滋賀の皆様にお育て頂き、会長を拝命させて頂いたおかげで、全国
各地の同志とも互いを高め合うことができ、まさに、私の人生にとっ
て、かけがえのない絆と経験を与えて頂いた15年間でありました。
　これよりは、福谷晃会長のリーダーシップの下、会員お一人、お
一人の、高い志により、滋賀県建築士会は今後も、来たる80周年、
100周年に向けて、輝かしい歴史を、刻んでいくことと確信致して
おります。
　益々のご発展を心より祈念致しております。皆様、永きにわたり、
ご指導賜り、本当にありがとうございました。

副会長　松田 才宗（まつだ としむね）
　今、副会長退任を迎え建築士会の重みをひしひ
しと感じています。入会より45年が過ぎましたが
まさに光陰矢のごとしです。建築士会の一員とし
て過ごした事は私の人生の大事な財産でありこれ
からの生きていく支えでもあります。

　先月の建築士会設立70周年の記念事業「近江の文化祭」「比叡山
での物故者法要」等々、私にとっては良き思い出になったと喜んで
います。
　６月末にて75歳になります。これからは仕事や雑事から少し離れ、
この歳で出来ること、この歳でなければできないことを探し、楽し
んでいければと思います。

　最後に今日までたくさんの方々にお世話になり、ご支援頂きまし
たこと、心より感謝致しますとともに厚くお礼申し上げます。これ
からもよろしくお願い申し上げます。

副会長　山本 裕信（やまもと ひろのぶ）
　入会から３年間という短い期間ではありました
が、栄えある公益社団法人滋賀県建築士会の一員
として受け入れていただき、ありがとうございま
した。
　在任中は、四役、理事、各委員長をはじめ、会

員の皆様にお気遣いいただくばかりで、何ひとつ十分なことはでき
ませんでしたが、行政の立場だけでは得ることのできない貴重な経
験をさせていただくことができました。
　中には、「本業の方にもう少し身を入れた方がええのに…」と思
われる方もおられましたが、皆様の会に対する “熱い思い” に感服
しきりの３年間でした。
　今後も、会の一員として、引き続きご指導、ご鞭撻をいただきま
すようお願いします。

青年委員長　岡村 浩樹（おかむら ひろき）
　令和３年５月に大役を仰せつかり早一年、計画
した事業をすべて実施できたことはひとえに、副
委員長はじめ委員会メンバーの皆さま、常任委員、
直前委員長、相談役の皆さま、先輩諸兄姉の皆さま、
青年委員会に関わるすべての皆さまの後押しが

あってのことでありました。
　任期中は感染症に備え慎重に活動していた一方で、会議や事業に
おいても臨機応変な対応ができる体制となったように思います。近
づく青年50周年、節目の機会に向けて、様々な可能性を持てる青年
委員会の今後に期待して、川村委員長を応援します。
　一年間という短い期間でしたが本当にありがとうございました。

女性委員長　河島 美智子（かわしま みちこ）
　令和元年度より３年間、女性委員会委員長を務
めさせて頂きました。再度「滋賀を知る」のテー
マの元、文化を担う自負と共に、地域に貢献出来
る活動を目指しましたが、世界的規模で発生した
新型コロナウイルス感染症の影響を受け、委員会

活動もままならない状況下となり残念な思いです。しかし、コロナ
発生直前の女性委員会と三日月知事との対談、女性委員会設立30周
年記念冊子の作成、本会70周年記念事業と、節目の事業に参加させ
て頂き、Doシリーズもなんとか３回開催する事ができました。コ
ロナ禍も含め、貴重な体験をさせて頂きました。支えて頂いた多く
の皆様に、心よりお礼を申し上げます。ありがとうございました。

湖東地区委員長　久保田 正利（くぼた まさとし）
　湖東地区委員長を拝命し２期、令和４年度をもっ
て退任させていただくことになりました。
　この間、本会の会員の皆様方並びに湖東地区委
員会の皆様方には本当に色々と支えていただき有
難う御座いました。心よりお礼申し上げます。会

員減少を少しでも抑え増強にと力を入れ、研修や講習を企画するも
新型コロナウイルス感染予防による自粛となかなか思う通りの事業
ができませんでした。悔しいばかりです。ようやく本年度は明るい
兆しが見えてきそうですが油断せず次年度への協力に力を注いでい
きたいと思います。
　これからも滋賀県建築士会を盛り上げていきたいと思います。有
難う御座いました

高島地区委員長　市川 寛（いちかわ ひろし）
　平成29年度より高島地区委員長を５年間務めさ
せていただきました。柄にもなく地区委員長をお
引き受けしたものの、当初は気が重く感じていま
した。地区会員の皆様に助けられ、支えていただき、
お知恵を拝借しながら一つ一つ地区活動を進めて

いくことができました。心より感謝申し上げます。
　建築士会で出会った方々と繋がり、協力しあう。人と人とのつな
がりの大切さを再認識した５年間でした。
　今後も積極的に本会事業、地区活動に参加し協力したいと思って
おります。
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•
広
報
媒
体
に
依
る
PR
及
び
広
告
取
得
の
検
討

•
機
関
誌「
家
」の
発
刊
及
び
内
容
、配
布
方
法
、配
布
先
等
の
検
討
、企
画

ま
ち
づ
く
り
委
員
会

（
委
員
長
：
久
木
野
利
一
）

社
会
貢
献
事
業
・
建
築
相
談
及
び
研
修
見
学
会
等
の
計
画
実
施
に
つ
い
て

•「
建
築
士
の
日
」の
事
業
企
画・
運
営
 

•「
建
築
士
」フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
　
　
　
•
建
築
相
談
事
業
運
営

•
立
体
作
品
展
の
企
画・
運
営
 

•「
滋
賀
県
建
設
み
ら
い
フ
ェ
ス
タ
」支
援
協
力

•
建
築
甲
子
園
の
窓
口

渉
外
事
業
委
員
会

（
委
員
長
：
岡
村
　
浩
樹
）

公
益
、
収
益
事
業
の
企
画
運
営
に
つ
い
て

行
政
・
関
連
他
団
体
と
の
連
携
協
働
事
業
等
に
つ
い
て

•
定
期
講
習
会
の
開
催
　
•
監
理
技
術
者
講
習
会
の
開
催
 
•
滋
賀
県
被
災
建
築
物
応
急
危
険
度
判
定
士
認
定
養
成
事
業

•
滋
賀
県
防
犯
モ
デ
ル
マ
ン
シ
ョ
ン
認
定
審
査
支
援
 

•
滋
賀
県
知
事
指
定
講
習
会
の
開
催

•
既
存
住
宅
状
況
調
査
技
術
者
講
習
会
の
開
催

継
続
能
力
開
発
委
員
会

（
委
員
長
：
古
川
　
政
博
）

全
建
築
士
の
資
質
向
上
に
関
す
る
事
業
、継
続
能
力
開
発
、専
攻
建
築
士
制
度
の
普
及
、

啓
発

•
CP
D
オ
ー
プ
ン
化
に
依
る
広
報
活
動（
滋
賀
県
及
び
市
町・
関
連
他
団
体
等
） 
•
そ
の
他（
CP
D
関
連
）資
質
向
上
に
資
す
る
講
習
会

•
専
攻
建
築
士
制
度
普
及
活
動
、登
録
推
進

•
CP
D
カ
ー
ド
の
活
用
及
び
会
員
カ
ー
ド
化
に
伴
う
推
進
事
業
 

•
免
許
証
カ
ー
ド
化
の
推
進
事
業

地
区
委
員
会

各
地
区
の
地
域
性
を
活
か
し
た
、
活
動
・
企
画
運
営
に
関
す
る
事
業

会
員
加
入
勧
奨
の
研
究
、
推
進
（
会
員
増
強
）

•
大
津
地
区
　
•
湖
南
地
区
　
•
甲
賀
地
区
　
　
•
湖
東
地
区
　
　
•
彦
根
地
区
　
•
湖
北
地
区
　
•
高
島
地
区
　
•
湖
西
滋
賀
地
区

 
(木
村
　
敏
) 
(横
江
良
之
) 
(中
本
美
栄
子
) 
(川
嶋
和
之
) 

(松
井
俊
郎
) 
(大
村
悟
子
) 
(大
塚
康
将
) 
(坂
田
徳
一
)

青
年
委
員
会

（
委
員
長
：
川
村
　
晃
久
）

青
年
建
築
士
相
互
の
技
術
の
向
上
と
親
睦
を
は
か
り
、
社
会
と
の
連
携
活
動
の
実
施

会
員
加
入
勧
奨
の
研
究
、
推
進
（
会
員
増
強
）

•
全
建
築
士
会
会
員
に
向
け
た
研
修
見
学
会
の
企
画・
運
営
 

•
将
来
人
材
育
成
事
業
の
企
画・
実
施

•
資
質
向
上
に
資
す
る
事
業
の
企
画・
実
施
 

•
新
入
会
員
紹
介（
会
員
増
強
）

女
性
委
員
会

（
委
員
長
：
小
川
　
慈
）

女
性
建
築
士
が
相
互
の
交
流
と
親
睦
を
深
め
る
と
と
も
に
、
知
識
・
技
術
の
向
上
と

社
会
と
の
連
携
活
動
の
実
施

会
員
加
入
勧
奨
の
研
究
、
推
進
（
会
員
増
強
）

•
全
建
築
士
会
会
員
に
向
け
た
研
修
見
学
会
の
企
画・
運
営

•
資
質
向
上
に
資
す
る
事
業
の
企
画・
実
施
　
　
　
•
新
入
会
員
紹
介（
会
員
増
強
）

耐
震
判
定
支
援
委
員
会

（
委
員
長
：
土
野
池
正
義
）

耐
震
診
断
判
定
評
価
の
支
援

•
耐
震
診
断
判
定
評
価
事
業
へ
の
協
力

滋
賀
県
建
築
士
会
耐
震
判
定
評
価
委
員
会

伝
統
建
築
物
活
用
支
援
委
員
会

（
委
員
長
：
竹
田
　
久
志
）

地
域
に
眠
る
歴
史
的
文
化
遺
産
の
発
掘
・
調
査
に
関
す
る
こ
と

歴
史
的
建
造
物
の
保
存
・
活
用
に
関
す
る
こ
と

•
文
化
財
保
存
活
用
支
援
団
体
指
定
に
向
け
て
の
取
り
組
み（
歴
史
建
造
物
委
員
会
設
置
等
）

•
ヘ
リ
テ
ー
ジ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
 ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
支
援

滋
賀
県
ヘ
リ
テ
ー
ジ

　
　
　
　
　
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
協
議
会

空
き
家
管
理
等
支
援
委
員
会

（
委
員
長
：
本
田
　
真
司
）
「
滋
賀
県
空
き
家
管
理
等
基
盤
強
化
推
進
協
議
会
」
の
連
携
事
業

「
県
内
市
町
の
空
き
家
事
業
」
へ
の
協
力

•
空
き
家
相
談
業
務
の
実
施

•
県
内
市
町
へ
の
委
員
の
派
遣
　
　
　
•
相
談

滋
賀
県
空
き
家
管
理
等

　
　
　
基
盤
強
化
推
進
協
議
会

ま
ち
づ
く
り
活
動
部
会

（
連
合
会
・
近
畿
）

（
委
員
長
：
市
川
　
真
理
）

連
合
会
の
専
門
分
野
別
の
ま
ち
づ
く
り
部
会
活
動
を
軸
に
、
士
会
に
お
け
る
専
門
分
野

別
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
定
着
と
発
展
を
図
る

•
防
災
ま
ち
づ
く
り
部
会
 

•
街
中（
空
き
家
）ま
ち
づ
く
り
部
会

•
歴
史
ま
ち
づ
く
り
部
会
 

•
福
祉
ま
ち
づ
く
り
部
会

•
景
観
ま
ち
づ
く
り
部
会
 

•
木
の
ま
ち
づ
く
り
部
会

•
近
畿
ま
ち
づ
く
り
部
会
事
業
の
企
画
、運
営（
令
和
4年
度
）

建
築
士
試
験
運
営
チ
ー
ム

（
統
括
責
任
者
：
会
長
）

一
級
、
二
級
、
木
造
建
築
士
の
試
験
関
連
事
業

•
建
築
士
受
験（
受
付
）の
運
営

•
建
築
士
試
験（
学
科・
製
図
）の
実
施
 

•
改
正
建
築
士
法
に
伴
う
建
築
士
登
録
等
に
係
る
課
題
の
対
応

地
域
貢
献
活
動
セ
ン
タ
ー

（
委
員
長
：
横
江
善
嗣
次
）

滋
賀
県
建
築
士
会
会
員
が
参
画
す
る
県
内
の
地
域
貢
献
活
動
を
支
援
し
、
建
築
士
と
共

に
9の
視
点
で
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
活
動
を
し
て
い
る
、
ま
た
は
し
よ
う
と
し
て
い
る

グ
ル
ー
プ
に
、
活
動
費
の
助
成
や
技
術
・
情
報
な
ど
の
支
援
を
行
う
。

•
募
集
及
び
審
査
　
　
　・
事
業
ヒ
ヤ
リ
ン
グ

•
運
営
の
検
討（
地
域
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
団
体
の
調
査
）

4



令
和
４
・
５
年
度
　
委
　
員
　
会
　
構
　
成

20
22
.6
.1
6理
事
会
承
認
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

総
務
企
画

委
員
会

情
報
広
報

委
員
会

ま
ち
づ
く
り

委
員
会

渉
外
事
業

委
員
会

継
続
能
力
開
発

委
員
会

地
区
委
員
会

青
年
委
員
会

女
性
委
員
会

耐
震
判
定

支
援
委
員
会

伝
統
建
築
物
活
用

支
援
委
員
会

空
き
家
管
理
等

支
援
委
員
会

ま
ち
づ
く
り
活
動
部
会

（
連
合
会
・
近
畿
）

地
域
貢
献
活
動

セ
ン
タ
ー
委
員
会

担
当

役
員

担
当

役
員

担
当

役
員

担
当

役
員

担
当

役
員

担
当

役
員

会
長

担
当

役
員

担
当

役
員

担
当

役
員

担
当

役
員

担
当

役
員

担
当

役
員

担
当

役
員

彦
根

福
谷

　
晃

高
島

市
川

真
理

高
島

山
本

良
信

湖
東

木
下

幸
玉

湖
南

土
野

池
正

義
彦

根
福

谷
　

晃
大

津
千

葉
　

薫
甲

賀
竹

田
久

志
大

津
山

本
勝

義
大

津
山

本
勝

義
湖

東
矢

場
義

章
湖

東
矢

場
義

章
大

津
木

口
祐

次
郎

委
  員

  長
委

  員
  長

委
  員

  長
委

  員
  長

委
  員

  長
副

 会
 長

委
  員

  長
委

  員
  長

委
  員

  長
委

  員
  長

委
  員

  長
委

  員
  長

委
  員

  長

１
大

津
千

葉
　

薫
大

津
吉

居
龍

治
大

津
久

木
野

利
一

甲
賀

岡
村

浩
樹

湖
北

古
川

政
博

湖
東

矢
場

義
章

湖
東

川
村

晃
久

湖
東

小
川

　
慈

湖
南

土
野

池
正

義
甲

賀
竹

田
久

志
湖

北
本

田
真

司
福

祉
市

川
真

理
大

津
横

江
善

嗣
次

副
委

員
長

副
委

員
長

副
委

員
長

副
委

員
長

副
委

員
長

高
島

山
本

良
信

副
委

員
長

副
委

員
長

副
委

員
長

副
委

員
長

副
委

員
長

副
委

員
長

副
委

員
長

２
甲

賀
竹

田
久

志
甲

賀
服

部
幸

治
湖

北
森

　
厚

史
湖

東
東

森
竜

二
湖

東
川

嶋
和

之
大

津
寺

田
圭

佑
湖

南
村

上
由

美
大

津
山

本
裕

信
大

津
木

村
　

敏
街

中
中

本
美

栄
子

湖
北

大
村

悟
子

湖
南

土
野

池
正

義
３

高
島

市
川

真
理

女
性

土
本

和
子

大
津

谷
　

祐
治

彦
根

福
原

裕
人

彦
根

松
井

俊
郎

湖
東

中
川

祐
樹

湖
東

土
本

和
子

大
津

横
江

善
嗣

次
湖

西
滋

賀
坂

田
徳

一
彦

根
小

椋
大

輔
湖

東
木

下
幸

玉
４

湖
東

福
坂

秀
次

大
津

平
井

利
佐

湖
東

河
島

美
智

子
大

津
木

口
祐

次
郎

５

委
   

   
員

委
   

   
員

委
   

   
員

委
   

   
員

委
   

   
員

常
務

理
事

常
任

委
員

常
任

委
員

委
   

   
員

委
   

   
員

委
   

   
員

チ
ー

ム
リ

ー
ダ

ー
委

   
   

員

６
大

津
木

村
　

敏
大

津
木

村
　

敏
大

津
川

端
　

眞
大

津
柿

本
　

淳
湖

南
村

上
　

実
大

津
千

葉
　

薫
湖

南
山

﨑
龍

太
大

津
杉

村
麻

里
子

大
津

平
井

利
佐

大
津

久
木

野
利

一
景

観
谷

　
祐

治
大

津
前

畑
和

生
湖

東
尾

崎
孝

祐
高

島
安

本
知

子

７
湖

南
横

江
良

之
湖

南
東

郷
宗

宏
大

津
阪

口
　

純
湖

南
山

崎
龍

太
大

津
柿

本
　

淳
甲

賀
竹

田
久

志
委

   
   

員
委

   
   

員
湖

南
鎌

江
良

英
甲

賀
根

縫
徹

也
防

災
本

田
真

司
湖

南
西

村
　

学

大
津

清
水

章
智

甲
賀

服
部

登
貴

枝

８
甲

賀
中

本
美

栄
子

甲
賀

岡
村

浩
樹

湖
南

村
上

由
美

湖
南

北
村

尚
介

湖
南

北
出

直
人

高
島

市
川

真
理

阪
口

　
純

甲
賀

峰
　

洋
美

湖
南

野
邑

辰
治

歴
史

野
邑

辰
治

甲
賀

峰
　

洋
美

澤
　

毅
湖

南
中

野
　

恵

９
湖

東
川

嶋
和

之
湖

東
尾

崎
孝

祐
湖

南
前

田
祐

一
湖

北
一

居
博

樹
湖

北
本

田
真

司
湖

南
中

嶋
裕

典
湖

北
近

藤
加

奈
子

彦
根

樋
栄

良
次

木
川

嶋
和

之
湖

東
尾

崎
孝

祐
地

区
委

員
長

神
谷

圭
三

10
彦

根
松

井
俊

郎
彦

根
小

椋
大

輔
湖

南
梅

村
政

示
甲

賀
松

田
次

功
湖

北
間

塚
徳

彦
大

津
木

村
　

敏
杉

山
一

樹
湖

北
藤

田
浩

二
高

島
石

倉
和

幸

甲
賀

奥
嶋

亮
平

11
湖

北
大

村
悟

子
湖

北
森

　
厚

史
湖

東
河

島
美

智
子

湖
東

中
川

祐
樹

彦
根

小
椋

大
輔

湖
南

横
江

良
之

木
下

雅
貴

高
島

市
川

　
寛

小
林

峰
樹

12
高

島
大

塚
康

将
高

島
西

川
文

門
甲

賀
根

縫
徹

也
高

島
中

村
民

雄
甲

賀
中

本
美

栄
子

湖
東

大
依

隼
人

湖
西

滋
賀

杉
谷

　
篤

小
島

康
寛

13
湖

西
滋

賀
坂

田
徳

一
甲

賀
松

田
次

功
湖

東
川

嶋
和

之
彦

根
初

古
健

一
北

澤
清

孝

14
女

性
小

川
　

慈
（

湖
東

）
女

性
彦

根
樋
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総務企画委員会

70周年記念事業　近江の文化祭　報告

　滋賀県建築士会70周年記
念事業の１つとして、令和
４年５月４日㈬午後１時か
ら 近 江 の 文 化 祭 が び わ 湖
ホールの中ホールにおいて
開催されました。
　「近江の文化祭」という事
で、滋賀県内８つの地域で

活躍されている団体・個人様のご協力のもと、伝統
芸能・文化・祭り等各地域の特色を活かした発表を
行い、県民の皆様に幅広く滋賀の文化・地域性に触
れて頂く良い機会となりました。
　当日は【甲賀地区　甲西高等学校　書道パフォー
マンス】から始まり、山本会長（当時）の挨拶、近
畿の建築士会を代表して大阪府建築士会の岡本会長

総務企画委員会

70周年記念事業　物故者法要　報告

　滋賀県建築士会70周年記念事業の１つとして、令
和４年４月30日㈯午前11時から物故者法要が比叡山
延暦寺　阿弥陀堂において開催されました。
　当日は天候にも恵まれ、山本会長（当時）以下、
16名が出席され、長年にわたり建築士会の発展に尽
力された物故者の方々及び会員の皆様のご先祖をご
供養されました。

法要 集合写真

甲賀地区
甲西高等学校

書道パフォーマンス

湖北地区
人形浄瑠璃　冨田人形

湖西滋賀地区
淡海節保存会

高島地区
高島音頭

湖東地区
大国社中東円堂雅楽会

大津地区
大津祭曳山出囃子

彦根地区
彦根市民合唱団

フィルハーモニックShiga

湖南地区
むかで太鼓

のご祝辞のあと【湖南地区　むかで太鼓】【湖北地区
　人形浄瑠璃　冨田人形】【湖西滋賀地区　淡海節保
存会】【高島地区　高島音頭】【湖東地区　大国社中
東円堂雅楽会】【大津地区　大津祭曳山出囃子】【彦
根地区　彦根市民合唱団フィルハーモニックShiga】
の順にステージ上で迫力のあるパフォーマンスが繰
り広げられました。スタッフ・建築士会会員・会員
ご家族・出演団体・一般来場者を含め400名以上の皆
様にご参加頂き、この事業を通じて建築士会とその
活動をより広く県民の皆様に知っていただく事がで
きたと思います。

近畿から各府県の会長がご臨席くださいました。

山本会長
（当時）挨拶
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湖南地区
令和4年度 湖南地域会通常総会

湖南地区会員大会開催
　去る４月22日に草津エストピアホテルにて令和４
年度市滋賀県建築士会湖南地域会通常総会を開催い
たしました。
　開会に先立ち15：30より講習会を開催し、本年度
は湖南地域会会員でもあります㈱夏見工務店　代表
取締役　夏見　諭様より『地域の作り手が建てる、
楽しいエコハウス』と題してご講演いただきました。
　新築だけでなく旧家の改装や部分的な改装におい
ても、ウッドペレットを用いた暖炉や気密断熱そし
て太陽光を取り入れることで
ヒートショックの少ないランニ
ングコストも抑えられるエコハ
ウスについてわかりやすく親し
みやすい講演で有意義に学ぶこ
とができました。
　総会においては、本会　山本
会長と滋賀県建築住宅センター
我孫子理事長を来賓に迎え、令
和３年度事業報告、決算報告、
令和４年度事業計画、予算が無
事に承認されました。

高島地区
令和４年度

高島地区会員大会・高島地域会通常総会
　令和４年４月23日㈯、今津町　可以登楼別館にて、
高島地区会員大会ならびに高島地域会通常総会を14
名の参加のもと、開催いたしました。
　令和３年度事業報告、収支決
算報告、令和４年度事業計画、
収支予算などの議案はすべて無
事承認されました。また、本年
は役員改選の年であり、市川寛
地区委員長が退任、新地区委員
長として大塚康将が承認されま
した。
　総会には、来賓として山本勝
義会長（現名誉会長）をお迎え
し、ご挨拶を賜りました。本来
ならば懇親会を開催し親睦を深
めたいところでしたが、参加の
皆様には豪華なお弁当を持ち
帰っていただきました。

地区だより

総会湖南

講演会

湖北地区
令和４年度 湖北地域会・同賛助会
通常総会　湖北地区会員大会

　５月14日㈯ホテル＆リゾーツ
長浜にて、コロナ感染予防対策
を万全にし、３年振りに通常総
会を開催させていただきました。
　記念講演は、近建青による生
ライブ講演をリモートで行うと
いう新しい手法で、「松原市民
図書館・読書の森・講演ステー
ジ」の設計及び施工に携われた
方々に講演いただきました。ま
た賛助会様によるPRタイムを設
け、商品、製品等を紹介してい
ただきました。
　総会では、令和４年度事業計画および収支予算な
どの議案が審議され、役員改選の年である本年は、
令和４年・５年度の新役員が指名され、全て承認さ
れました。
　総会後は長浜建築施工管理技士会様との合同懇親
会を開催し、くじ引きによる景品プレゼントを行い、
賑々しく過ごしていただきました。来賓の皆さまに
おかれましてはご出席を賜り、またご祝辞を頂戴し、
ありがとうございました。
　今後の事業については、ウィズコロナが進み、そ
の中でもいろんな手法を模索しながらこの湖北地域
を盛り上げられるよう計画をしていきたいと考えて
おります。今後とも宜しくお願い申し上げます。

山本会長と
市川前地区委員長、
大塚新地区委員長

市川地区委員長
５年間お疲れさまでした

生ライブリモート
講演会

総会

総務企画委員会

第64回　建築士会全国大会
「秋田大会」のご案内

　昨年度は東京開催となりました全国大会が本年は
「秋田大会」として秋田の地で開催予定です。〈『建築』
で挑戦！郷土のこれから　～け、け、け、の秋田で
まずかだれ～〉をテーマに例年通りの現地での開催
を予定されています。詳細につきましては、連合会
会誌「建築士」５月号をご覧ください。
開催日時：
　令和４年10月13日㈭　全国建築士フォーラム　他
　令和４年10月14日㈮　�全国大会式典、各セッション

シンポジウム　他
　令和４年10月15日㈯　地域交流見学会
大会会場：あきた芸術劇場ミルハス
　　　　　　　（秋田市千秋明徳町２－5２）
大会登録費：6,000円
参加申込：
　 　ご参加いただける方は同封の参加申込書もしく

は連合会会誌「建築士」５月号に掲載の申込書に
必要事項を記載の上、「滋賀県建築士会事務局」ま
で提出してください。現地参加の方には6,000円（全
額）の大会登録料の助成を行います。現地への交
通費、宿泊費、また、Web参加にかかる通信費等
につきましては各位ご負担ください。
旅行手配：
　 　現地参加される方で、交通手段・ホテルの予約

を希望される方は、本会にて、13日出発、現地２泊、
15日帰着にて切符、宿泊の手配を行います。（予定
人数を大幅に下回る場合には手配を取りやめとさ
せていただく場合もありますのであらかじめご了
承ください）本会にて手配を希望される場合、事
務局に申込時にその旨をお伝えください。
そ�　の　他：参加申込いただいた方には、後日詳細

を案内させていただきます。
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地区別会員数　令和４年６月１日現在
支 部 ３月 ５月 差引
大 津 186 190 4
湖 南 140 142 2
甲 賀 69 69 0
湖 東 99 101 2
彦 根 74 75 1
湖 北 128 129 1
高 島 57 60 3

湖西滋賀 22 22 0
計 775 788 13

新入会員のご紹介　令和４年５月11日　理事会承認
地　区 氏　名 地　区 氏　名
大津 木口　祐次郎 甲賀 奥村　健太郎
大津 武方　美代子 湖東 平居　　穂華
大津 竿下　　裕一 湖東 向井　　優哉
大津 松本　　麻代 湖東 竹中　　真希
大津 松木平このえ 彦根 小林　　聖奈
湖南 中島　　佳一 高島 川田　　　歩
湖南 石貫　　瑛士 高島 足立　　　樹
甲賀 増田　　翔太 高島 野上　　　怜

甲西高等学校　書道部
　近江の文化祭のオープニングを“書道パフォーマンス” で飾っていただきま
した。「書の甲子園」国際高校生選抜書展で2019-2020近畿地区優勝V２を果た
されるなど書道の実力は県内屈指の強豪校です。
　一面書道パフォーマンスによる“揮毫” で各所に心に響くメッセージを送る
活動でも好評を得られています。

次回以降も近江の文化祭ご出演の方々の紹介をいたします。

※�新型コロナウィルス感染症拡大の状況により、中止・変更等とな
る場合がございます。

１金 友引

２土 先負

３日仏滅 二級建築士　学科試験

４月大安

５火 赤口

６水先勝 四役会・四役委員長会議

７木 友引

８金 先負

９土仏滅

10日 大安

11月 赤口

12火 先勝

13水 友引

14木 先負

15金 仏滅

16土 大安

17日 赤口 第31回全建女（東京）

18月 先勝
海の日
第31回全建女（東京）

19火 友引

20水 先負

21木 仏滅 地域貢献活動センター委員会

22金 大安

23土 赤口

24日 先勝 一級・木造建築士学科試験

25月 友引 女性委員会

26火 先負

27水 仏滅

28木 大安 青年委員会

29金 先勝

30土 友引

31日 先負

7月の暦

１月仏滅

２火大安

３水 赤口 四役会・理事会

４木先勝

５金 友引

６土 先負

７日仏滅

８月大安

９火 赤口

10水 先勝

11木 友引 山の日

12金 先負

13土 仏滅

14日 大安

15月 赤口

16火 先勝

17水 友引

18木 先負

19金 仏滅

20土 大安

21日 赤口

22月 先勝

23火 友引 応急危険度判定士講習会１回目（滋賀県建設会館）

24水 先負

25木 仏滅

26金 大安

27土 友引 建設界野球大会開会

28日 先負

29月 仏滅 応急危険度判定士講習会2回目（滋賀県建設会館）

30火 大安

31水 赤口

8月の暦

※6月26日以降も配信しております
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